
 

 

 

 

 

 

 

 

１ ベースは「発達支持的生徒指導」，「課題未然防止教育」 

 

２ 「意識調査」は強肯定評価に着目 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力だより 
 

 
 

Ｒ５，７月 

高校教育課学校教育生徒指導班 

～子供の声を聴こう！これからの学校づくり～ 

 

 ４月の指導主事等会議で説明させていただいたとおり，当班では，昨年度の生徒指導提要の改訂を受け，

「魅力ある学校づくり」の取組について推進しているところです。 

  ５月の取組状況を調査したところ，県内約８４％の市町村において「魅力ある学校づくり」への取組が始ま

り，約２３％の市町村で，指標となる「意識調査」を実施して取り組んでいるようです。 

 これも，各市町村教育委員会の御理解と御協力のおかげだと感謝しております。 

 

１学期末を迎え，「意識調査」を実施した各学校においては，これから，いちばん大事な時期を迎えることに

なります。つまり，１学期末の「意識調査」を各学年で点検・分析し，子供の声を受け止めて，先生方が話し合

いながら２学期の取組を見直したり，改善したりする段階を迎えます。 

そこで，「意識調査」の後の留意点等を中心にまとめました。 

各学校への御指導の際に活用していただけるとありがたいです。 

  

No.１ 

  

 

無記名式，４件法，基本的に学年単位で集計 

強肯定評価「１,当てはまる」 

に焦点化する！ 

キーワード：「全ての児童生徒が対象」，「全ての教職員で行う」，「全ての教育活動で行う」 



３ 学年会での分析・見直し・改善・計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 不明な点，疑問があれば，いつでも連絡してください！ 

 

 

 

 

①４つの質問ごとに「当てはまる」のみ 

チェック！ 

 

③割合が多い質問 

→取組に効果あり。継続，更なる改善，

充実，レベルアップ可 

 

④割合が少ない質問 

→取組に効果なし。やめる，修正する，

代替案・他のアプローチを考える。 

⑤見積もり値を立てる 

→「こうすれば，強肯定評価が○％には

なるだろう。」 

 

②特に割合の低い質問をチェック 

→これを「重点項目」にすると改善しや

すい。 

 

学年会等での話合いの POINT！ 

みんなが納得！ 

ここからは， 

共通理解・共通実践！ 

話合いでの共通理解（例） 

●対象は，全ての子供 

●個別指導・個別支援の話にならないよ

うにする。 

●経験値の有無は関係なし。 

●どの立場の意見も尊重する。 

●一人一人の考えを受け入れ，認める。 

●ダメ出し，否定はなし。 

●大きな負担があるものは採用しない。 

●みんなが納得する。 

 

「先生方の自主性を尊重」 

「先生方の自己肯定感・自己有用感」 

「信じて委ねる」 

子供への発達支持的生徒指導と重なります。 

同僚性，協働性につながります。 

 

 各学校では，取組を進める中で，不明なことや疑問に思うことが出てくることと思います。ちょっとしたことで

も，どうぞお気軽にお尋ねください。（市町村教育委員会，各学校からでも大丈夫です。）  

【連絡先】高校教育課学校教育生徒指導班 

 


